
硬膜外腔に持続注入
する薬剤の誤った接続

硬膜外腔に持続注入すべき薬剤を、誤って静脈カテーテルに接続して投与した
事例が２件報告されています（集計期間：２００８年１月１日～２０１２年9月30日、
第２８回報告書「個別のテーマの検討状況」（Ｐ１３９）に一部を掲載）。
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硬膜外腔に持続注入すべき薬剤を、誤って
静脈カテーテルに接続した事例が報告され
ています。

事例のイメージ

正しい接続先 ： 硬膜外カテーテル

硬膜外カテーテルに投与する薬剤が入った
バルーンジェクター（加圧式医薬品注入器）

誤った接続先 ： 中心静脈カテーテル
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硬膜外腔に持続注入する薬剤の誤った接続
事 例

食道癌術後の疼痛コントロールのため、硬膜外カテーテルよりバルーンジェク
ター（加圧式医薬品注入器）を使用して、ドロレプタン、ポプスカイン、塩酸
モルヒネを持続的に注入していた。術後３日目、保清時に硬膜外カテーテル
刺入部の発赤、腫脹を認め、カテーテルを見たところ接続部がはずれていた。
硬膜外カテーテルに接続されているはずのバルーンジェクターをたどって
みると、中心静脈カテーテルに接続したシュアプラグ延長チューブに接続さ
れていた。

・ルート類は、接続部位から挿入部位が分かる位置
までたどって確認する。
・挿入位置がわかるところまで確認できない場合、
ルートの接続部付近に「硬膜外腔用」や「静脈用」
などの印をつけ、挿入部位が分かるよう工夫をする。
・硬膜外腔用と静脈用で違う加圧式医薬品注入器を
使用し区別する。

事例が発生した医療機関の取り組み


